
「パターン認識と機械学習」 
2-3-5  逐次推定 

新納浩幸 



逐次推定とは 

一般にはオンライン学習と呼ばれている 

予測対象のデータ 

サンプリング 

（一般的な）学習 

・・・ 

時系列的に１つづつ 

提供されるデータから学習 

こいつで学習 



平均値の推定（１） 
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平均値の推定（２） 
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同じ値 

一般にはこんなうまくは求められない、どうするか？ 

Robbins-Monro アルゴリズム 



回帰関数 

z),( zp ： 観測データ 
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結論から言えば・・・ 

 ： パラメータ 

となる         が求める解 
*

解を見つけるアルゴリズムが  

     Robbins-Monro アルゴリズム 



回帰関数の条件 
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分散が有限、どんどん
離れていくデータはダメ 

0)(*   f

0)(*   f

一般性を失わずに 

この仮定は可能 



Robbins-Monro のアルゴリズム 
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例（ガウス分布の平均の推定） 
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